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１．概要（Summary） 

持続的な自然環境の水質をモニタリングするため

に、センサネットワークシステムの構築と多数の水

質センサが必要になる。本研究では、イオン感応性

電界効果トランジスタ(ISFET)と Pt 電極、ダイオー

ドを水質モニタリング用の原理として使用し、水素

イオン濃度(pH)と流速、水温をそれぞれ測定する安

価な多項目式センサの作製を行う[1]。また、作製す

る多項式センサの ISFET において、ソース電極とド

レイン電極に櫛形電極を使用することで、イオン感

応度の高いセンサを作製する。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 両面アライナ露光装置一式、

芝浦スパッタ装置、ダイサ 

【実験方法】 

東北大学ナノテク融合技術支援センターにて、リフ

トオフ法による Ti/Pt 電極層の作製をした。保護膜に

は SU-8 を使用し、保護層形成後にダイシングを行い、

ワンチップの水質センサを作製した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

作製した水質センサにおいて、ISFET の測定を行

った。櫛形電極を使用した ISFET の測定を行った。

測定には pH 1.68 であるしゅう酸塩標準液を使用し

た。測定結果より、参照電極に印加した電圧 Vg を変

化させることで、Id の変化が確認できた（Fig. 1）。

今後、作製したセンサを使用して他の項目の測定を

行うとともに、同時に測定できていない pHの測定も

行っていく。また、本手法で作製を行うことで、安

価な水質センサが実現できると考えられる。 

 

 
Fig. 1. Water quality monitoring sensor with ISFET, 

Pt electrode and diode. 
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